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令和４年

紙すき体験
１月１２日に５，６年の子ども達がミツマタ

を採りにいき、講師の寺脇隆彦さんがもってき

てくれたコウゾ、ガンピも合わせて一緒に小さ

くのこぎりで切ました。２月２１日に小学校

で、手が凍りそうな中、卒業証書づくりをしま

した。前回切ったミツマタなどの木を煮込んで

から皮をはぎ、木槌で叩いて洗って漂白し、紙

すきが終わるまで１日かけて作業しました。講

師は３０年間お世話になっている寺脇隆彦さん

(矢上)と、地域の方です。きっといつまでも思
い出に残る卒業証書ですね。

健康づくり講演
３月８日に吉時鍼灸整骨院院長三井奈緖子先生

にお越しいただき、「こころもいきいき、からだも

いきいき、笑顔いっぱい」と題して、よしときず

ぼら体操ということで、タオルやラップの芯など

身近なものを使ってついつい丸くなってしまう猫

背退治や物忘れのツボなどなど、楽しくてとても

わかりやすく教えていただきました。ラップの芯

が１つ落ちると、次々連鎖して床へ芯が

転がり落ちて、皆さん笑いが止まりま

せんでした。楽しむこと大事ですね。

社会教育フォーラム in邑南 2021
３月１２日に元気館にて、４つの事例発表と明治

大学教授小田切徳美先生、東京大学大学院教授牧野

篤先生をお招きし、「住民自治の担い手になるには、

「私」は「公民館」はどうあればよいか」をテーマ

に対談形式で行われました。キーワードは「ごちゃ

まぜ」でした。多世代、他地域が入り交じって

自由意見交換ができたり、

ワクワクするような楽しい

地域づくりを、皆さんと

一緒に作っていきたいと

思いました。

地域とともにある学校づくり
昨年度は「地域とともにある学校づくり」モデ

ル校に指定され、日貫小学校と地域でどんな子ど

もに育ってほしいかを話し合い「主体的な考えを

持ち、郷土を愛し、ずっと日貫を応援する子」と

育てたい子ども像ができました。

今年度は、石見地域で取り組むことになり、石

見地域で育てたい子ども像を１２月下旬から１月

上旬にかけて、「子どもたちに身につけてほしい

力(身につけたい力）」のアンケートを実施しまし
た。ご協力いただき、ありがとうございました。

詳しい内容は、別紙をご覧ください。

あいサポート研修

小学生を対象として実施しました。講師は、アイサポートメッセ

ンジャーの寺本愼司さんから障がいについて、岩谷久美子さんから

は自身の体験の話を聞きました。”自分たちができることは？”の

問いに、”勇気を出して声をかけていきたい”と答えがかえってき

ました。外見ではわからない障がいがあったりしますが、まず、知

ることから、そしてくりかえし聞くことが大切ですね。

あいサポート運動とは・・・様々な特性や障がいのある方が困っていることを理解し、日常生活で

ちょっとした配慮を実践していくこと。

ボイスとのふれあい

今年卒業の松浦要さん



山本 史也様より

ご寄付をいただきました。

日貫地区活性化基金より、

紙面を借りて御礼を申し上

げます。

ありがとうございました。

【作成：日貫の歴史を伝承する会】

参加

日貫地区（人口と世帯数）

男 ２００人（±０人）

女 ２３４人（＋３人）

合計 ４３４人（＋３人）

世帯数 ２０４世帯（＋１戸）

高齢者比率 ５２．０７％

＊（ ）内は前月比

津和野藩は、様々な産業を推進して藩の財政を堅持し

ていたが、特に力を入れたのが和紙である。日貫の和紙

は公文書として使われ、高い評価を得ていたと伝えられて

いる。

「日貫の歴史を伝承する会」では、古くから伝わる日貫の

文化・歴史・自然などを次世代に残しておきたいと、ふるさ

とカルタを作りました。これが対話の一助となり、未来を担う

人達に伝承されることを望みます。

大元神楽は石見神楽の源流と言われている。テンポの速い

石見神楽を八調子、ゆったりとした大元神楽の伝統を伝承すべく

日貫の子どもは保育園児の頃より大元神楽に親しんでいる。

３・４月の予定

３月２９日（火）お花教室

＊写真を撮影し公民館だよりなどで使用することがあります。

令和４年２月末現在

寄付のお礼

４月 ４日（月）日貫保育所入所式

１１日（火）日貫小学校入学式

１３日（日）しまね家庭の日

１９日（火）食育の日

毎週火曜日 運動教室

日貫の出来事

滝の観音様の説明看板が、簾から

青笹に上がる道の途中に設置されま

した。観音様の由来が詳しく書かれ

ています。是非、関心を持っていた

だき、観音様に会いに行ってみませ

んか？


